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有

致

需

要

、r-
雇

傭

1
1
i非
有
意
的
失
業
に
つ
い
て
の
一
考
察
|
|

鎌

倉

昇

目

ラた

序
一、
E
S
E己
防
『
河
内
庁
め
言
。
E
U

回
、
資
木
の
限
界
崎
事
ー
と
利
子
事

七
、
貸
惜
の
保
臓
1r
放
出

士
、
利
子
曜
の
下
方
積
百
性

宜
、
貯
蓄
・
安
責
と
利
子
寧

入
、
雇
傭
函
致

三
、
ケ
イ
ン
ズ
の
授
資
葉
酸

犬
、
い
わ
明
る
「
消
費
雨
敬
論
争
」

九
、
貸
幣
賃
銀
切
下
の
妓
果
に
つ
い
て
の
註
解

序

「
不
完
全
雇
傭
下
の
均
衡
は
、
古
典
波
白
シ
ス
テ
ム
に
於
い
て
は
そ
の
春
在
を
認
め
ら
れ
友
か
っ
た
が
、
ケ
イ
y
一
ズ
に
よ
っ
て
始

め
て
そ
白
存
在
の
可
能
性
そ
謹
明
さ
れ
た
。
」
と
り
ょ
う
友
見
方
が
極
め
て
庚
く
行
わ
れ
て
い
る
。

山
然
し
つ
と
に
ハ

1
パ
ラ
ー
も
指

摘
し
て
い
る
止
う
に
「
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
o
」
ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
て
不
完
全
麗
傭
下
の
均
衡
が

E
の
よ
う
に
把
握
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ
う
念
論
理
に
さ
さ
え
ら
れ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
か
。
と
れ
ら
白
鮪
忙
就
い
て
は
充
分
周
到
在
吟

味
が
加
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
の
よ
う
な
吟
味
を
快
い
て
右
白
如
き
結
論
を
下
す
な
ら
ば
、

そ
れ
は
操
急
白
そ
し
り
を
兎
れ
左

有
致
需
要
と
雇
傭

停
六
十
九
巻

第
一
二
一
規



有
数
需
要
と
雇
傭

第
六
十
九
巷

第
一
二
一
揖

い
で
あ
ろ
う
o

E

D
ょ
う
た
観
鮪
に
立
つ
亡
、

私
は
前
稿

「
利
子
、
所
得
及
び
雇
傭
」
(
京
誌
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
続
)
に
於
い
て
、

ケ
イ
ン
ズ
一
一
層
傭
理
論
を
め
く
る
諸
問
題
に
一
ツ
い
て
蒼
干
の
考
察
を
加
え
た
。
然
し
問
題
白
被
雑
多
岐
性
と
、
そ
と
に
於
け
る
紙
幅
の

制
限
と
に
よ
り
、
論
ナ
べ
き
多
く
の
論
結
に
言
及
す
る
機
合
そ
得
る
と
と
が
阿
茶
な
か
っ
た
。
本
稿
に
於
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
諸
論

黙
に
つ
い
て
、
能
う
限
り
前
稿
と
の
豆
複
を
避
け
つ
つ
、
立
入
っ
た
吟
味
を
行
い
た
い
と
思
う
。

ケ
イ
ン
ズ
一
一
原
傭
理
論
白
一
候
心
は
、
い
わ
ゆ
る
非
有
意
的
失
業
の
存
在
で
あ
る
。
前
稿
に
於
い
て
す
で
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
ケ
イ

ン
ズ
の
雇
傭
理
論
。
特
色
は
、
労
働
市
場
以
外
の
市
場
で
決
定
さ
れ
る
幽
民
所
得
す
な
わ
ち
有
数
需
要
白
水
準
に
臆
じ
て
、
雇
傭
量

い
ま
極
め
て
単
純
化
さ
れ
た
粧
品
開
シ
ス
チ
ム
を
想
定
し
よ
う
。

が
一
義
的
に
決
定
苫
れ
る
と
い
う
黙
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は

同
町
内
川
』
日
(
]
司
J

噌

)

(
H
H
)
 

h
(
M
N
M
苛

)
H
L『
(

剛

J

噌
)

(
]
戸
-
凶
一
)

γ
は
利
子
率
、

M
は
存
在
貨
幣
量
、

L
は
手
持
貨
幣
需

要
量
、

8
は
貯
蓄
、
ー
は
投
資
で
あ
る
。
い
ま
貨
幣
量
Mbv-
所
胤
(
と
日
比
る
な
4
ぼ
、
と
の
こ
つ
の
均
衡
僚
件
は
一
一
つ
四
朱
知
数
す
た

わ
ち
Y
と
'
と
を
決
定
す
る
に
充
分
で
あ
る
。
苫
て
周
知
白
如
く
ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
て
は
、
雇
傭
量

X
は
園
民
所
得
Y
の
草
調
増
加

由
一
一
償
函
教
と
見
ら
れ
て
い
る
。
い

b
ゆ
る
麗
傭
函
数

(
B
H
1
4
2
0
Z
P
E
E
S
)

〆

D

二
式
を
以
っ
て
示
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
己
と
に
Y
は
園
民
所
得
、

見
川
九
『
(
吋
)

(
回
目
}



が
そ
れ
で
あ
る
。
い
ま
完
全
雇
傭
白
一
一
居
傭
水
準
を

F
と
す
る
と
、

と
っ
た
時
に
D
み
完
全
雇
傭
ほ
成
立
し
、
闘
民
所
得
が
そ
れ
上
り
低
い
値
を
と
る
時
に
は
、
就
業
由
意
思
を
持
つ
に
も
か
か
b
ら
宇

2
8
式
に
よ
り
園
民
所
得
が
あ
る
特
定
D
値
‘
例
え
ば
?
を

就
業
の
機
曾
を
持
た
ね
者
が
現
れ
る
。

さ
τ
(
H
H
)

及
び

(

H

8

0

二
式
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る

Y
が
、
完
全
雇
傭
の
雇
傭
水
準
を
粛
す
と
い
う
保
護
は
な
い
。

Y
が

T
よ
り
低
い
水
準
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
遁
常
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
白
シ
ス
テ
ム
に
於
い
て
非
有
意
的
失
業
白
存
伝
し
得
る
り

は
右
白
如
き
根
擦
に
基
〈
。

• 

こ
と
に
於
い
て
頼
め
て
瓢
著
泣
特
徴
は
、

ケ
イ
シ
ズ
の
労
働
市
場
の
非
湖
立
性
で
あ
る
。
高
田
博
士
は
と
白
事
を
弐
白
如
〈
書
い

て
ゐ
ら
れ
る
。

「
ケ
イ
ン
ズ
白
立
場
か
ら
見
る
ム
」
、
か
か
る
事
情
白
下
に
あ
っ

τは
、
ど
れ
だ
け
白
労
働
が
麗
わ
る
る
か
と
い
う
と
と
は
、
野
働

者
自
身
が
労
銀
の
殻
刷
、
と
労
働
の
苦
痛
と
を
比
較
し
て
之
を
定
め
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
全
〈
他
叩
事
情
か
ら
定
ま
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
勢
働
D
苦
痛
よ
り
も
第
銀
の
数
用
主
高
ぐ
見
つ
も
る
労
働
者
に
し
℃
、
就
業
の
範
囲
外
に
置
か
れ
た
る
も
白
が
あ
る
こ
と
と

な
る
。
所
謂
非
有
意
的
失
業
ほ
と
れ
で
あ
る
。
」

ケ
イ
ン
ズ
の
労
働
需
給
市
場
は
、
賃
銀
を
中
心
と
す
る
労
働
用
役
需
給
者
双
方
の
駈
引
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
労
働
市
場

以
外
白
事
情
に
よ
っ
て
芹
右
さ
れ
る
。
我
々
が
ケ
イ
ン
ズ
雇
傭
理
論
に
於
い
て

E
S
]
5
E
q
母
nEC自
に
ヲ
い
て
語
り
得
る
の
は

此
白
意
味
に
於
い
て
で
あ
る
。

高
田
保
馬
「
新
利
子
前
研
究
」
一
二
円
買
。

ハ
l
ベ
ル
毛

l
は日出
J
A
E
E
4
ι
2
M
m
Z
E
を
一
定
の
シ
ス
テ
ム
内
に
於
け
る
決
意
に
関
聯
し
て
F
L

は
な
{
、
、
異
な
る
紐
涛
シ
ス
テ
ム
時
比
較

(2) (1) 

有
数
需
要
と
雇
傭

第
大
十
九
巻

第
一
二
一
樟

タ



有
数
需
要
と
雇
傭

第
六
十
丸
巻

i'-q 

第
一
・
エ
競

四

T l'之

あ開
る聯
と せ
tよ L
も、 Bう

えで

な定
い義。L

H て
ν、

FFる底 。

丘彼
I;l (/) 

ぜ乞

国 自
民提
坦案
il.は
旨趣
。一
『 て
同 園

E霊
冨深
"、
弓示

'"唆

E寓
目ん
わで

~ ，、
る

Eが
回、
u 

h五
E高
き具
~ 祖し
】ナ

E丘
】 1必
自すs
o 、し
町コ も

YL E 
f ロ
デ q

ーー

と
と
で
非
有
意
的
失
業
の
存
在
歯
っ
て
闘
民
所
得
の
低
水
準
)
を
専
ら
利
子
率
白
下
方
硬
直
性

(
E
E
i
E
E
品目。
M
m
w
a
F
0
2
0
己

E
E
E
)
に
よ
ワ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
立
場
佐
、
若
干
白
註
稗
を
加
え
て
む
と
う
と
思
う
。
ク
ラ
イ
ン
、
ド

y
・

パ
テ
ィ

y
キ
シ
等
は
弐
の
如
〈
に
い
h
h
h

。
費
本
用
役
白
市
場
に
於
い
て
は
、
曲
賞
本
用
役
白
供
給
た
る
貯
蓄
も
、
そ
れ
に
射
す
る
需
要

た
る
投
費
も
、
と
も
に
闘
民
所
得
Y
治
主
び
利
子
寧

r
の
函
教
と
見
ら
れ
る
。
と
D
場
合
貯
替
・
投
費
白
均
衡
保
件
は

(凶・
H
)

周
知
白
如
く
、

h
(
町
、
)
H
H
(
句
、
)

を

以

っ

て

一

市

さ

れ

る

。

と

れ

は

我

々

白

む

ス

テ

ム

に

於

け

る

(

同

国

)

い

ま

と

り

式

に

D
h
o
う
い
て
い
う
・
な

ら
ば
、
と
れ
か
ら
容
易
に
、
任
意
の
利
子
率
白
高
さ
に
底
じ
て
、
貯
蓄
・
投
費
の
均
衡
を
維
持
せ
し
め
る
如
吉
岡
民
所
得
白
水
準
が

(
回
同
)
式
か
ら
女
の
如
に
く
し
て

式
に
ほ
か
な
ら
左
い
。

割
腹
す
る
と
?
と
が
わ
か
る
。

貯
蓄
・
投
資
の
均
衡
を
破
ら
ぬ
利
子
牢
k
園
民
所
得
と
の
闘
係
は

知
h
得
る
。

円四吋

h
l
h
F

斗引
1
H
凶
川
川
ハ
同
時

(
凶
凶
)

と
と
陀

L
h
h
p
八
号
、
』
吋
i
L『
】
司
〉
号
で
あ
る
と
見
得
る
か
ら
、
(
回
凶
)
白
値
は
負
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
と
D
場
合
、
囲
民
所
得
。

高
さ
と
利
子
卒
の
高
さ
と
は
反
醐
型
的
で
あ
る
。



い
ま
或
る
利
子
事
D
高
き
が
任
意
に
奥
え
ら
札
た
と
す
る
。
と
白
時
モ
札
に
膝
じ
て
、

S
3
式
に
止
り
、
圏
民
所
得
の
高
さ
が

一
義
的
忙
定
ま
る
a

然
し
か
く
し
て
定
ま
っ
た
園
民
所
得
の
水
準
が
完
全
雇
怖
を
保
護
F
る
と
見
る
べ
き
根
撲
は
な
い
。
も
じ
と
れ

が
完
全
雇
傭
の
水
準
よ
り
低
い
と
す
れ
ば
、
と
の
と
き
利
子
率
γ
に
封
し
て
、
史
に
低
い
位
を
輿
え
る
こ
と
に
上
っ
て
閑
民
所
得
白

水
準
を
高
め
得
る
ほ
十
で
あ

Z
。
利
子
率
を
充
分
低
〈
す
れ
ば
闘
民
所
得
は
充
分
高
〈
な
る
。
と
れ
が
(
問
団
}
式
の
教
え
る
と
と
ろ

で
あ
る
。

然
し
と
と
に
一
つ
の
障
碍
が
あ
る
。
そ
れ
は
利
子
率
由
下
方
硬
直
性
で
あ
る
。
利
子
寧
に
は
と
れ
よ
り
下
り
得
阻
と
い
う
下
限
が

あ
る
。
利
子
率
が
充
分
低
く
友
ら
ぬ
隈
り
、
闘
民
所
得
は
充
分
高
く
な
ら
ね
。
か
く
て
図
民
所
得
は
利
子
率
の
下
ぶ
硬
直
性
に
妨
げ

ら
れ
て
、
雇
傭
を
完
全
雇
傭
以
下
回
水
準
に
引
留
め
る
。
こ
れ
が
そ
白
主
張
。
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

確
か
陀
(
凶
E
H
)

式
に
だ
け
著
目
す
る
限
り
、
右
の
主
う
な
議
論
も
成
立
ち
を
う
で
あ
る
。
(
悶
μ
〕
式
に
於
い
て
は
、
明
か
に
二
円

J

白
未
知
数
に
制
劃
し
て
一
ワ
の
方
程
式
し
か
な
い
。
自
由
皮
は
一
で
あ
り
、
利
子
率
の
具
る
水
準
陀
封
し
亡
、
異
る
図
民
所
得
心
水
準

が
謝
肱
ず
る
。
然
し
そ
れ
は
G
H
)

式
一
ヨ
を
切
離
し
て
考
え
る
と
き
に
の
み
可
能
な
考
え
方
で
あ
る
。
我
々
が
前
節
に
於
い
て
試

み
た
よ
う
に
、
例
え
ば

2
5
Q
S
か
ら
な
る
L

シ
ス
テ
ム
を
考
臆
す
れ
ば
、
方
程
式
は
二
つ
未
知
数
は
二
ワ
、
利
子
率
と
圏
民
所

得
白
水
準
は
一
義
的
に
決
定
き
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
て
決
う
た
園
民
所
得
が
完
全
席
傭
を
保
護
す
る
と
見
る
根
爆
は
な
い
。

然
し
そ
れ
は
一
部
白
論
者
の
い
う
却
く
、
す
べ
て
利
子
牽
の
下
方
硬
直
性
の
罪
に
鴎
せ
ら
れ
る
べ
き
も
D
で
は
な
い
。

川

W
F
F
E
g
u

吋

JbNb言
己
主

F
S
G一皆、旬。
3
唱
ゅ
日
l
u
s
w
巴
5
8
F
E
M
E
2
F
Z
E
Z
F
E
q
z島
岡
ロ
ロ
同

E
1
4
2豆
、
言
自
主

同
D
量
。
室
内
同
町

sap-F官
H
O
畠・

制
え
ば
ク
一
フ
イ
y
自
身
も
「

F
同

-mp
・hh
氏、J
咽
・
∞
∞
忙
酔
い
て
は
、
雨
、
H

h

る
。

(2) 

と

h
u
h
と
を
事
費
上
聯
立
せ
し
め
て
議
論
を
準
品
て
い

有
数
需
要
と
雇
傭

第
六
十
九
轡

五

第
一
二
一
規

五



有
被
需
要
と
履
傭

第
六
十
九
巻

大

第
一
二
一
規

大

(3) 

砦
干
凶
こ
、
と
を
附
記
L
て
拘
こ
う
。
い
ま

2

3

3
・3
の
ニ
式
h
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
に
於
い
て
、
利
子
事
部
硯
置
的
で
あ
る
と
し
よ
う
。
輔

行
が
協
定
そ
の
他
に
よ
ヲ
て
利
子
時
中
を
操
作
し
得
る
枇
舎
で
は
乙
白
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
胃
分
可
酷
で
あ
る
。

ζ

の
揚
骨
利
子
串
目
右
自
シ

ス
テ
ム
に
と
っ
て
、
い
わ
ば
外
生
的
な
麹
数
で
お
り
、

uv

ス
テ
ム
内
部
に
於
い
て
決
定
さ
れ
る
未
知
数
と
見
る
こ
と
は
出
車
な
い
。
さ
て
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
於
い
て
刺
子
串
が
未
知
敢
と
見
b
れ
回
以
上
、
こ
れ
に
代
る
館
教
を
求
め
な
け
れ
ば
シ
ス
テ
ム
は
過
剰
決
定
に
仕
る
。
こ
山
場
合

貨
幣
量
M
E
艶
敷
と
見
る
白
も
一
円

J
Z刀
法
で
あ
る
。
こ
う
す
れ
ば
、
担
行
は
利
子
寧
を
一
定
に
保
つ
代
り
に
貨
幣
最
を
自
由
に
増
減
す
る
も

四
と
見
得
る
。
。
『

k
r
p
E由
。
員
、
同
豆
、
守
君
主
室
、

h
官
与
も
い
3
5
3
町間約一

H
Z
1
Z
4

さ
て
、

ケ
イ
ン
ズ
白
園
民
所
得
決
定
理
論
K
於
い
て
、
極
め
て
重
要
在
地
位
を
持
G
も
白
は
、

い
'
わ
ゆ
る
「
投
資
乗
数
」
で
あ
る
。

F

と
と
で
そ
白
「
投
資
乗
数
」
に
就
い
て
芳
干
白
考
察
を
梯
っ
て
治
て
己
と
は
、
必
宇
し
も
無
意
義
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

事
態
を
見
通
し
易
く
す
る
た
め
に
、
極
め
て
単
純
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
を
想
定
す
る
と
と
に
し
占
う

3

そ
れ
は

Q
H
)
(
H
-
M
)

で一不

さ
れ
る
モ
デ
ル
に
、
政
府
投
養
(
政
府
赤
牢
)
G
E導
入
し
た
だ
け
の
も
む
で
あ
る
。

民

間

川

』

日

(

剛

、

二

)

(
帥
・

H
)

い
ま
政
府
が

G
と
い
う
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
操
作
し
、
そ
れ
に
よ
臼
て
と

白
シ
ス
テ
ム
に
衝
撃
を
興
え
も
凡
と
す
る
。
と
の
時
G
の
あ
る
値
白
愛
化
が
、
園
民
所
得
Y
に
い
か
な
る
影
響
在
興
え
る
か
。
こ
れ
が

同
(
}
J

守
)

H

L
『

(
M
J

る
+
む

こ
こ
で

M
と

aと
は
一
種
白
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
見
得
る
。

(

出

回

)

乗
数
理
論
白
解
と
う
と
す
る
問
題
で
あ
る
。
と
り
上
う
に
単
純
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
を
想
定
し
て
問
題
を
鹿
理
す
る
こ
と
に
就
い
て
は
、

恐
ら
く
異
論
が
あ

Z
で
あ
ろ
う
。
然
し
事
態
を
簡
明
に
示
す
た
め
に
は
と
れ
で
充
分
で
あ
る
。



周
知
の
ご
と
く
と
の
問
題
は
比
較
静
事
D
方
法
に
よ
っ
て
解
く
こ
と
が
出
来
る
。
(
日
同
)
沿
よ
び
貧
困
)
の
シ
ス
テ
ム
に
於
い

τ、

G
の
愛
ル
仰
が
Y
に
興
え
る
品
川
果
ど
見
占
う
。
と
れ
ら
二
式
か
ら

弘

『

今

寸

弘

i

ミ
J

F
叫
吋
+
肝
心
刑
判
斗
i

判
q」

(
印
白
)

札〕町、

手
l
F
)
i
U
N
-
-
f
h
)
U
部
U
H

(
印
酔
)

が
得
ら
れ
む
。

G
b
)
式
D
右
迭
を
角
括
弧
で
包
ん
だ
の
は
単
な
る
微
係
数
で
な
〈
、
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

M

D
箆
化
量
と
パ
ラ
メ
ー
タ

l
G
の
副
理
化
量
の
商
で
あ
る
と
と
を
注
意
す
る
た
め
で
あ
る
G

さ
て
こ
れ
か
ら

弘
司
[
山
山
市
]
(
面
、

l
b
h

叫

q
H
M判
例
川
h
m
判
記
川
l
f

(
臼
包
)

が
得
ら
れ
る
。
安
定
保
件
白
吟
味
よ
り
、
容
易
に
(
旧
日
)
が
rr
値
を
と
る
と
と
は
知
ら
れ
る
。

さ
て
お
』
)
式
の
右
迭
は
、
ケ
イ
ン
ズ

ω
投
資
乗
数
の
掠
張
さ
れ
た
形
態
で
あ
り
、

d
却

な
場
合
に
他
な
ら
な
い
。

ケ
イ
ン
ズ
の
投
警
乗
教
は
と
れ
の
あ
る
特
殊

ザ

ν、
ま

[
唱
す
!
?
。

(
臼
申
)

L
P
(
h
F
h
)
日
号

(
臼
叫
)

で
あ
る
と
し
よ
う
。

ζ

白
時
(
目
白
)
式
は
ー

有
数
需
要
と
雇
傭

第
六
十
九
巻

t 

第
一
二
一
披

七

/ 



有
致
需
要
と
雇
傭

第
六
十
九
巷

A 

第
一
二
一
披

F、

品
回
、

L
b
H
 

H
 

h

w

H】
吋

(
叫
申
)

と
な
る
。

フ
ン
ヂ
の
い
わ
ゆ
る
複
合
投
資
乗
数

(E目閉
5
5
&
E
g
g
sご
富
山
石
宮
内
)
は
こ
れ
で
あ
る
引
さ
ら
に

Q
S
式
の
右
迭
に

語
い

τ

~. 

」
『
吋

H(}

( 

'" '" ) 

E
想
定
す
れ
ぽ

L

岡
、
一
-

L

C

L

司、

(
臼

H
岳

)

と
も
札
る
。
ケ
イ
ン
ズ
の
投
資
乗
教
は
ま
さ
に
と

D
Q
H
S
式
の
示
す
も
白
に
ほ
か
な
ら
左
刷
。

わ
れ
わ
れ
白
草
純
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
自
慨
が
す
で
に
多
〈
の
前
提
を
合
ん
で
い
る
。
随
っ
て

b
れ
わ
れ
の
投
資
乗
数
た
る
(
∞
叩
)

式
が
す
で
に
多
く
の
制
限
傑
件
の
上
に
立
う
て
い
る
。
ケ
イ
ン
ズ
心
投
資
乗
数
は
冬
の
上
さ
ら
に
(
臼
岳
)

の
一
ニ
式
を
も
っ
て
現
さ
れ
る
ご
と
き
前
提
を
合
ん
で
い

Z
。
と
れ
ら
の
前
提
が
如
何
な
る
合
意
を
持
ち
、
町
宮
た
如
何
な
る
評
債
を
受

け
る
べ
き
か
。
と
れ
が
営
面
白
課
題
と
・
な
る
。

(
U
4
)
 

や
土
び
(
臼
・
5

、

• 

と
と
で
一
言
断
っ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ね
足
長
]
?
と
で
あ
る
よ
府
赤
字
が
行
わ
れ
な
が
ら
貨
幣
雲
重
で
あ
る
と

。

i

「
弘
同
町
」

i

見
る
の
は
、
学
し
も
安
室
想
定
と
は
い
え
な
い
そ
れ
て
と
白
叫
引
」
か
或
る
有
限
白

E
値
を
と
る
と
見
た
の
で
あ
る
。
た

だ
乗
数
の
考
察
に
於
け
る
貨
幣
量
の
掛
型
化
は
か
な
り
に
復
雑
し
た
動
き
を
持
っ
て

kdp、
そ
れ
を
充
介
陀
把
握
す
る
に
は
と
の
よ
う

な
比
較
静
皐
の
方
法
で
は
な
く
、
時
間
的
継
起

2
5
E官
S
S
を
問
題
と
す
る
動
皐
的
分
析
の
必
要
が
生
じ
る
。
随
っ
て
そ
の
方

向
白
立
入
っ
た
考
察
は
別
の
機
曾
に
譲
り
、
と
と
で
は
た
だ
此
の
鮪
に
就
い
て
は
、
ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
て
貨
幣
の
輔
型
化
が
無
硯
さ
れ



て
い
る
と
と
佐
指
摘
す
る
に
止
め
る
。

(2) (1) 

d

E
晶
♂
民
0
.
E
E弓
冨
E
M
1号
、
同
昌
5
E君
主
同

Eq--。r
H
E日
、
噌
・
目
。
・

】

ZE
関
何
百

F
Mヨ骨

P
2
2吋

UJrnd、
弐
、
円
、
、
吉
町
、
号
車
、
草
、
内
旬
、

gk凡
人
員
事
さ
さ
勺
・
ロ
UE

(EE句
R
E
a
m
m戸
田
自
陣
目
回

EmL園
内
珂
)
と
ト
白
ん
で
い
る
。

P
H
E官、NPA--

同

V
H
q・

冊
え
ば
ロ
パ
ー
ト
Y
ン
は
乗
数
過
程
に
於
け
る
貨
幣
量
の
動
き
を
躍
起
的
に
採
入
れ
て
い
長
0

0
・
F
m
o
o
q
g
g
h
E雪
道
図
書
、
E
q

刊
号
、
主
唱
・

=-4t百回'

な
晶
一
フ
ン
ゲ
位
こ
れ
を
単
純
投
資
乗
数

(3) 

四

(
国

ES
式
に
よ
っ
て
示
苫
れ
る
前
提
に
就
い
て
は
鯛
れ
る
こ
と
な
〈
、
直
ち
に
お
叫
)
式
の
前
提
を
吟
味
し
よ
う
。

3
4
)

式
が

成
立
す
る
た
め
に
は

同日】司
H

月
号

(串・
H
)

h
F
I
h
-
-

( 

砕，

'" ) 

白
い
宇
れ
か
が
成
立
せ
ね
ば
左
ら
友
い
。

い
ま
(
宇
同
)
が
前
提
さ
れ
て
い
る
と
し
主
う
。
と
の
時
そ
れ
が
ケ
イ

y
x
m
利
子
理
論
と
相
表
裏
す
る
開
係
に
あ
る
己
と
を
見
逃

し
て
は
な
ら
&
い
。
す
た
b
ち
い

b
ゆ
る
利
子
の
限
界
生
康
力
設
を
斥
け
る
ケ
イ
ン
ズ
の
見
解
は
(
酔
』
)
式
の
仮
定
と
等
義
で
あ
る
。

と
の
賄
を
説
明
し
よ
う
。

周
知
の
ご
と
く
、
古
典
皐
戒
の
利
子
理
論
は
貯
蓄
・
投
資
の
利
子
翠
決
定
論
と
い
ι削
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
う
で
あ
る
。
意
幽
さ

れ
た
貯
蓄
と
意
聞
さ
れ
た
投
養
が
無
前
提
に
等
し
い
と
見
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
意
圃
さ
れ
た
貯
蓄
が
意
図
さ
れ
た
投
費
よ
り
大

有
数
需
要
と
雇
傭

第
六
十
九
巻

ブL

第
一
二
一
腕

九



有

数

需

要

と

履

傭

三

O

〆

、

き
い
時
に
は
利
子
率
が
下
落
し
て
雨
者
を
均
等
な
ら
し
め
、
逆
に
投
養
の
意
闘
が
貯
蓄
白
意
闘
を
超
え
る
と
き
は
利
子
率
が
上
昇
し

第
六
十
九
巻

O 

第
一
・
=
山
田

て
雨
者
を
均
等
な
ら
レ
め
る
。
す
左
わ
ち
貯
蓄
と
投
資
を
均
等
せ
し
め
る
よ
う
に
利
子
率
の
高
さ
が
定
ま
る
。
と
れ
が
占
典
振
の
利

子
理
論
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
は
と
D
古
典
涯
の
利
子
理
論
に
劃
し
て
正
面
か
ら
攻
撃
す
る
a

そ
の
主
た
る
論
擦
は
戎
白
ニ
ワ
で
あ

る。

古
典
皐
涯
の
利
子
理
論
は
所
得
一
定
。
前
提
の
下
に
沿
い
て
白
み
安
営
ず
み
。

古
典
派
に
於
い
て
は
経
済
シ
ス
テ
ム
の
濁
立
境
教
を
正
し
く
遊
離
す
る
と
と
に
成
功
し
て
い
な
い
。
貯
蓄
と
投
費
は
被
決

定
者
で
あ
G
て
決
定
者
で
は
な
い
。
両
者
は
経
掛
シ
ス
テ
ム
の
決
定
者
た
る
消
費
性
向
、
資
本
白
限
界
放
率
及
び
利
子
率
白
「
隻
生

児
的
結
果
」
で
あ
Z
o
E
D
駄
を
看
過
し
て
、
貯
蓄
・
投
費
が
利
子
寧
を
決
定
す
る
と
見
る
の
は
循
環
論
に
す
ぎ
な
い
。

(
イ
)

(

h

H

)

 

と
れ
が
ケ
イ
ン
ズ
白
古
典
仮
利
子
理
論
批
判
の
要
耕
で
あ
る
。

さ
し
あ
た
り
問
題
に
し
た
い
白
は
第
二
白
耕
す
な
わ
ち
(
ロ
)
で
あ

る
。
そ
と
で
の
ケ
イ
ン
ズ
の
主
張
は
多
〈
の
混
乱
と
誤
解
と
を
A
T
白
ん
で
い
る
。
然
し
い
ま
そ
れ
を
一
々
採
上
げ
て
論
議
す
る
白
で
は

な
い
。
た
だ
「
利
子
牢
は
資
本
り
限
界
殻
率
以
外
の
要
因
陀
ょ
う
て
の
み
決
定
さ
れ
る
」
と
見
る
見
解
を
己
と
問
題
に
し
よ
う
と
思
う
。

ま
中
護
本
の
限
界
放
率
の
上
昇
が
利
子
率
に
興
え
る
影
響
を
、
わ
れ
わ
れ
白
単
純
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
に
つ
い
て
吟
味
す
る
。
た
だ

さ
き
の
ま
ア
尚
一
を
若
干
修
正
し
て
、
次
の
二
式
を
も
っ
て
一
ポ
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
し
よ
う
。

と
こ
で
白
使
宜
か
ら
、

L嗣
h
u
L
F
(
M
J
苛
)

公
・
一
臼
)

』

(

M

J

S

H

同

(
M
J
3
A同
)

E
A
)
 

と
と
忙

a
は
資
本
の
限
界
救
率
表
の
高
さ
を
表
す
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
り
、

a
b
値
の
増
加
は
資
本
の
限
界
妓
率
表
の
上
方
へ
白

ズ
レ
を
示
す
。
し
た
が
ヨ
て



ゎ
￥ 

で
あ
る
。
い
ま
と
の
シ
ス
テ
ム
で

a
が
費
位
し
た
と
す
る
c

貨
幣
景
M
E不
安
と
す
れ
ば
、
菅
木
の
限
界
放
率
の
上
昇
が
利
子
率
に

奥
え
る
影
響
は

内
向
、L

a
 

』
口
剛
、

』
日
】
可

(
h
m
y
N
Y
)
l』
「
(
恥
旬
、

l
i
p
)

に
上
っ
て
知
る
と
と
が
出
来
る
。
安
定
峰
件
を
考
慮
す
れ
ば
(
品
尽
の
右
越
は
正
の
値
を
と
る
。
す
左
b
ち
一
般
に
は
、
費
本
の
限

界
放
率
の
上
昇
は
利
子
牽
を
引
上
げ
る
は
や
で
あ
る
。

-わ

(
串
山
一
)

「
資
本
の
限
界
殻
率
と
利
子
率
左
は
相
五
に
滴
立
で
あ
り
、
資
本
白
限
界
妓
率
が
利
丁
寧
を
決
定
す
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
ケ

イ
ン
ズ
白
命
題
が
成
立
す
る
た
め
に
は
ん
の
慌
が
零
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ケ
イ
ン
ズ
白
投
資
乗
教
に
閥
す
る
仮
定
(
品
-
H
)

と
ケ

、
イ
ン
ズ
の
古
典
派
利
子
論
批
判
と
が
柏
表
裏
す
る
と
い
っ
た
の
は
と
り
事
で
あ
る
。

然
し
と
の
ん
が
零
で
あ
る
ふ
い
う
前
提
は
非
現
資
的
で
あ
り
、
か
っ
ケ
イ
シ
、
ス
自
身
の
貨
幣
需
要
白
分
析
と
矛
盾
す
る
。
次
に
と

の
冊
酬
を
問
題
に
し
土
う
。
周
知
白
ど
と
〈
、
貨
幣
の
一
流
通
を

za白書
E
-
n町
E
V
H
Vロ
と
出

E
E
E
丸
田
己
主
。
ロ
と
に
分
つ

τ
ケ
ン

プ
リ
ッ
ジ
貨
幣
理
論
に
一
新
紀
元
を
剥
し
た
の
は
「
貨
幣
論
」
に

b
け
る
ケ
イ
ン
ズ
白
功
給
と
見
ら
れ
て
い
る
。

「
一
般
理
論
」
に

h
M

け
る
貨
幣
需
嬰
の
介
析
は
「
貨
幣
諭
」
に
蒔
け
る
と
の
貨
幣
流
過
の
分
析
の
延
長
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
と
で
ケ
イ
ン
ズ
は
貨
幣

需
要
を
主
仰
の
動
機
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
分
類
し
て
い
る
。
所
得
動
機
・
営
業
動
機
・
橡
備
的
動
機
・
投
機
的
動
機
の
四
が
そ
れ
で
あ

る。

E
白
う
ち
前
三
一
者
は
所
得
の
高
さ
忙
依
存
し
、
最
後
。
投
機
的
動
機
は
利
子
寧
白
高
さ
に
依
存
す

L
o

も
し
ん
が
零
で
畠
る
と
す
れ
ば
、

有
控
需
要
と
雇
傭

そ
れ
は
貨
幣
需
要
に
砕
い
て
前
三
者
白
動
機
に
基
く
も

D
E考
慮
の
そ
と
陀
置
く
己
と
に
な
る
。

第
六
十
九
巻

第
一
・
二
親



=一一一

そ
れ
は
闘
よ

b
非
現
質
的
な
前
提
で
あ
り
、
同
時
忙
ケ
イ
ン
ズ
自
身
白
す
ぐ
れ
た
分
析
を
無
頑
す
る
と
と
に
な
る
叫

有
設
需
要
と
贋
傭

第
六
十
九
巻

第
一
二
一
瞬

(司 (2) (1) 

同

冨

岡

4
E
m
m
w
m
P
R
F
弔

H
4
∞
|
同
信

』
・
冨
・
問
。
叫
日
♂
目
、
h
h
p
H
V
H
∞F
-
M
V
H
U
O
「
Z
0・

と
四
貼
は
】

-m
国』

nrm句
冨
吋
同
mwu何
回
目
白

F
o
λ
t
E
E
-
-
〉
出
品
開
。
m
m
E
F
B
4
B
E
E
F
N川宅延主主将、
3
2・〉
MV
吋
困
]
同
史
的
♂
匂
・
】
宮
、

加
工
び
司
-
F
出
品
or--bn

、
N

誕百

M
3
r
9
J
:判
町
民
喧
E
A
H
V阜、

Z
E
W
L
O併
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

】
・
員
[
同
4
E♂
NPRF
】召・呂田司・

九円吋
U
。
自
彊
り
に

h
苛

H
l
E
を
考
え
よ
う
と
す
る
立
場
が
ヲ
ン

r
に
上
っ
て
一
市
さ
れ
て
い
る
o
h
h
u
h
(
3
3
か
ら
こ
の
両
者
の
帯
慣
値
性

は
容
易
に
知
ら
れ
る
。

a
p
F
E
F
冨
amHE-
吋円。官
E
q
E

《

U
S
E
E何
百
島
官
庁
邑

F
g
m
m
t
同
ヘ
君
主
主
ミ
2
・
岡
島
回
申
書

(6) (4) 

E 

ケ
イ
ン
ズ
白
投
者
乗
教
に
ゐ
け
る
前
提
、
す
な
わ
ち
(
∞
4
〕
式
の
前
提
が
成
立
す
る
た
め
に
、
(
宇
H
〕
の
仮
定
は
充
分
保
併
で
あ

っ
て
も
必
要
保
件
で
は
長
い
。
(
宇
凶
)
式
の
椴
定
が
成
す
一
す
る
と
き
に
も
、

(日

4
)

の
前
提
は
充
造
れ
る
は
?
で
あ
る
。
次
に
と
白

場
合
を
吟
味
し
よ
う
。

砲、

l
L
F
H
C

えiJ{
るケ
ζ イ
とン
をズ
否に
定な
しい
てて
は 1&
い定
なさ
いれ
。て

試い
み z
にと
弐見
。る
-こ

~ff 止
をに
暴も
げ困
よ難ー
うが』
。あ~

る

ケ
イ
ン
ズ
自
身
は
貯
蓄
・
投
資
が
利
子
率
に
影
響
を
興

「
す
べ
て
と
れ
ら
白
一
致
慰
は
古
典
派
も
承
認
し
、
私
も
反
駁
し
主
う
と
し
在
い
一
つ
白
命
題
に
総
括
す
る
と
と
が
出
来
る
。
も

し
所
得
水
準
が
興
え
ら
れ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
、
種
々
異
る
利
丁
寧
忙
劃
臨
す
る
者
本
需
要
曲
腺
が
、

一
定
所
得
か
ら



貯
蓄
さ
れ
る
額
の
種
々
，
具
る
利
子
率
に
針
路
す
る
曲
線
と
交
わ
る
耕
に
、
現
行
白
利
子
率
が
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
推
論
出

来
る
。
と
れ
が
そ
れ
で
あ
る
。
」

ケ
イ
ン
ズ
が
と
と
で
主
張
し
よ
う
と
寸
る
の
は
、
貯
蓄
・
投
資
が
利
子
率
に
不
依
在
的
で
あ
る
、
と
い
う
と
と
で
は
な
い
。
貯
蓄
・

投
資
は
利
子
率
白
ほ
か
に
園
民
所
得
に
も
依
存
し
、
か
っ
闘
民
所
得
の
役
割
白
方
が
、
利
子
卒
の
佼
劃
よ
画
、
と
め
際
に
と
っ
て
は

重
要
で
あ
る
。
と
れ
が
ケ
イ
ン
ズ
白
古
典
波
利
子
論
に
劃
す
る
重
要
な
批
判
期
で
あ
る
。

E
D
限
h
E忙
於
い
て
、
ケ
イ
ン
ズ
の
シ
λ

テ
ム
で
(
定

)
D
E圧
が
存
ぽ

2
見
る
べ
き
理
由
は
な
い
。

確
か
に
ケ
イ
ン
ズ
は
貯
蓄
額
が
利
子
率
に
左
右
さ
れ
阻
と
と
を
述
べ
て
い
る
。
然
し
投
資
に
つ
い
て
は
そ
う
で
な
い
。
先
に
見
た

ー
ご
と
く
、
投
資
は
資
本
の
限
界
殻
率
と
利
子
率
と
が
等
し
く
友
る
よ
う
に
行
わ
れ
る
。
随
つ

τ利
子
寧
の
高
さ
に
麟
じ
て
投
資
の
規

模
は
同
時
る
は
歩
で
あ
る
。
投
資
が
利
子
率
に
不
依
存
的
で
あ
る
と
見
る
友
ら
ば
、
そ
れ
は
ケ
イ
ン
ズ
自
身
の
資
本
の
限
界
故
率
に
よ

る
書
官
規
模
決
定
の
理
論
と
矛
盾
す
ら

(
鼎
同
〉
の
形
を
と
る
忙
せ
よ
、
(
↑
同
)
の
形

E
'と
る
陀
せ
士
、
ケ
イ
ン
ズ
操
教
現
諭
の
前
提
(
臼
ぎ
の
採
用
し
難
い
と
と
は
す
で

に
明
か
で
あ
る
q

(

臼
喧
)
の
前
提
忙
就
い
℃
は
い
ま
瓦
入
っ
た
考
察
を
掛
う
こ
と
を
避
け
て
、
別
の
機
舎
忙
譲
り
た
い
と
思
う
。

最

近
加
速
度
係
数
白
問
題
あ
る
い
は
円
包

E
O品
目

g
m
E
o
E
の
問
題
を
再
び
ケ
イ
ン
ズ
白
シ
ス
テ
ム
に
採
入
れ
よ
う
と
す
る
試
み
が
虞

均

〈
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
ケ
イ
ン
ズ
の
投
資
乗
数
に
は
討
し
期
い
前
提
が
含
ま
れ
て
い
る
。
と
と
に
許
し
難
い
と
い
う
の
は
単
に
理
論
的
一

般
性
を
求
め
る
角
度
か
ら
の
み
い
う
の
で
は
な
い
。
と
の
許
L
難
い
前
提
を
許
す
と
と
か
ら
資
際
上
白
越
刑
に
ヲ
い
て
も
閃
難
を
生

じ
る
。
次
に
と
白
と
と
を
論
じ
よ
う
ロ

有
数
需
要
と
雇
傭

第
六
十
丸
巻

第
一
二
一
披

ユ L



(2) (1) 

有
款
需
要
と
雇
傭

}
目
出
・
間
Z
E
g
w
N
P
-
F
M
M・-叶∞・

例
え
ば
タ
ラ
イ
シ
位
、
貯
蓄
・
投
資
k
調
し
て
利
子
車
の
影
輔
が
無
調
し
得
る
ほ
ど
小
さ
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
「
貯
蓄
が
利
子
寧
忙
闘
し
て

非
開
性
的
で
あ
る
主
た
る
理
曲
目
一
は
、
貯
蓄
山
中
に
は
利
子
事
白
麗
化
に
照
臆
し
て
同
方
向
に
狸
化
す
る
貯
蓄
(
宮
市
U

蓄
積
山
た
め
白
貯
蓄
)

も
あ
る
が
、
他
方
利
子
車
と
反
封
K
欝
化
す
る
貯
蓄
(
年
金
目
た
め
心
貯
普
)
も
あ
る
。
結
局
櫓
設
呆
U

符
競
は
定
か
で
な
い
。
近
代
一
昨
曾
に

お
い
は
貯
蓄
は
主
ζ

し
て
慣
習
と
程
酒
保
障
の
考
慮
に
主
っ
て
規
定
さ
れ
、
利
子
寧
と
位
無
品
酷
で
あ
る
。
投
資
自
側
で
は
、
資
本
支
出
を
行
ろ

に
際
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
極
め
て
近
い
時
事
(
例
え
ば
五
年
)
し
か
考
慮
に
入
れ
な
い

L
、
ま
た
鵡
野
に
入
れ
る
掃
車
が
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど

利
子
車
の
数
果
凶
小
さ
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
更
に
曾
世
的
内
部
金
融
川
町
増
加
は
、
蹄
属
利
子
寧
を
課
さ
ぬ
こ
と
と
伴
勺
て
A

投
資
決

意
の
形
成
に
hw
け
る
利
子
事
。
無
投
呆
を
加
重
せ
し
め

τ
い
る
。
投
資
表
が
利
子
寧
に
つ
い
と
非
弾
性
的
で
あ
る
理
由
は
=
つ
あ
る
」
F

(

「
F

同
E
P
問
庁
、
・
)
参
考
に
位
す
る
見
解
す
は
あ
る
が
貯
蓄
の
側
は
別
と
し
て
、
と
れ
だ
げ
り
理
由
で
投
資
由
利
子
車
非
理
性
的
で
あ
る
と
い
い
持

"のか
q

境
問
で
あ
る
。
な
制
こ
ζ

に
い
う
鹿
島
利
子

(
E
d
E
E
E
5
2
4
K
ワ
い
て
は
、
市
付
毘
一
・
鎌
倉
昇
「
図
民
所
得
と
委
源
」
参
照
。

倒

え

ば

]

列

国

E
a
w
h
h量
宣
言
vJS
号、、剤、

M
J
§
q
q
与
や
可
証
息
。
、

h
y
z・
坦

q
R
〉
民
.
悶
釦

sロ自凶開伶自回3切
』
君
忠
吉
喝

〉旨山言言ミちE~己己量。sミ一、苦、苦詰ミ「皆雪、雪
5
宅邑巴坦芸罪『司R『戸
-

句‘

第
六
十
九
春

四

第
一
二
一
旗

凹

(3) 

穴

白
代
り
に
、

ケ
イ
ン
ズ
の
投
番
乗
数
に
曾
明
て
の
前
提
の
首
肯
し
が
た
い
と
止
は
す
で
に
述
べ
た
。
ケ
イ
ン
ズ
の
単
純
化
さ
れ
た
乗
数

Q
E
)

我
々
は
お
国
)
を
以
う
て
投
費
乗
数
、
す
な
わ
ち
一
定
。
政
府
投
費
が
園
民
所
得
に
奥
え
る
故
果
を
示
す
も
の
と
し
ょ

う
。
と
れ
は
(
日

8
3
4
)
及
び

Q
m
v
)

を
以
っ
て
一
不
さ
れ
る
非
現
質
的
な
想
定
配
合
ま
ね
だ
け
、

よ
り
一
般
的
で
あ
る
。

然
し
我
々
が
ケ
イ
ン
ズ
の
乗
数
を
よ
り
一
般
化
し
て
(
山
由
)
の
形
に
し
た
白
は
、
草
に
一
般
佑
D
た
め
の
一
般
化
を
求
め
た
の
で

は
左
い
。
皐
に
特
殊
な
も
の
よ
り
も
一
般
的
危
も
の
ほ
ど
よ
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
白
如
く
阜
純
化
さ
れ
た
こ
う
の
方
程
式

回
シ
ス
テ
ム
か
ら
間
後
せ
宇
佐
、
セ
ッ
ク
ス
流
の

n
佃
の
聯
立
方
程
式
を
立
て

n
衣
の
行
列
式
に
し
め
喜
れ
る
乗
数
を
得
る
の
が
よ



hr
一
世
一
ま
し
い
か
も
知
れ
友
い
。
然
し
一
投
化
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
内
容
は
い
よ
い
上
抽
象
的
に
、
同
時
に
空
疎
ー
と
な
る
D
が
通

常
で
あ

Z
。
我
々
が
ケ
イ
ン
ズ
の
乗
数
か
ら
僅
か
に
一
歩
を
進
め
て
お
叩
)
の
形
で
と
ど
ま
る
の
は
車
在
る
一
般
化
を
狙
う
か
ら
で

そ
れ
忙
立
っ
て
現
賓
の
ー
説
明
が
よ
b
よ
く
な
し
得
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。

は
在
い
。

と
の
耕
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、

い
わ
ゆ
る

「
消
費
函
教
諭
一
平
」
に
G

い
て
若
干
の
ヨ
ン
メ
ン
ト
を
附
し
て
存
己
う
。

周
知
の
如
ぐ
、
第
二
次
大
駁
中
に
米
闘
に
於
い
て
「
戦
後
の
園
民
所
得
宕
よ
び
失
業
者
数
が
ど
う
な
る
か
」
と
い
う
穣
測
が
多
く

の
計
且
市
粧
梼
昼
・
4
A
一
に
よ
っ
て
行
ι削
れ
た
。
そ
れ
は
戦
前
の
所
得
・
消
費
の
相
闘
を
一
一
小
す
周
蹄
山
線
に
外
持
法
主
施
す
こ
と
に
よ
ワ
て
、

戦
後
の
所
得
な
い
し
一
一
魁
怖
を
推
計
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
一
九
四
五
年
の
第
四
・
四
半
期
の
閥
民
所
得
は
一
、
六
凶
五
億
ド
ル

で
、
失
業
者
数
は
六
三
一

O
高
と
い
う
推
計
値
が
得
ら
れ
た
。
然
し
賢
際
そ
の
時
に
な
ラ
亡
見
る
と
、
園
民
所
得
は
一
、
八
二
八
億
ド

ル
で
、
失
業
者
数
は
一
八

O
寓
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
慎
れ
ら
れ
た
不
品
よ
り
は
む
し
ろ
イ
ン
ヲ
レ

1
シ
ョ
ン
白
脅
威
が
米
間
の
絞
携

を
離
れ
在
か
う
た
の
で
あ
る
。

こ
の
上
う
な
誤
算
は
い
か
左
る
理
由
陀
も
と
ヂ
い
て
生
じ
た
の
で
あ
る
か
っ
と
白
黙
を
め
ぐ
っ
て
多
く
白
論
争
が
惹
起
さ
れ
た
。

い
ま
と
の
論
争
の
細
部
忙
立
入
っ
て
論
議
し
止
う
と
は
思
わ
な
い
。
た
だ
論
争
の
中
心
が
ケ
イ
ン
ズ
流
の
消
費
函
数
な
い
し
来
教
の

再
吟
味
に
あ
う
た
と
と
佐
官
然
と
い
え
よ
う
。
計
最
終
梼
皐
者
の
ア
メ
リ
カ
経
棒
陀
闘
す
る
推
計
は
、
前
述
白
(
白
骨
)
(
叫
斗
)
及
び

(
日
申
)
の
前
提
白
下
忙
、
単
純
化
さ
れ
た
ケ
イ
ン
ズ
の
乗
数
左
い
し
消
費
函
数
で
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
と
で
は
貨
幣
の
側
か

色
の
干
渉
が
す
べ
て
考
慮
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
。

ケ
ィ
ン
ー
の
投
者
乗
数
白
抜
張
た
る
(
山
田
)
の
形
の
一
楽
教
は
‘

3
4
)

白
限
定
を
含
ま
泊
賠
陀
t
d

い

τ、
貨
幣
の
側
か
ら
の
干
渉

を
考
察
に
入
れ
て
い
る
。
い
ま
の
支
脈
に
お
い
て
重
要
注
役
割
を
呆
す
む
は
ん
烏
主
び
ム
の
項
で
あ
る
。
戟
争
経
棒
の
絡
鳶
に
止
る

有

数

需

要

と

雇

傭

三

五

事
大
+
九
巻

五

第
一
・
ニ
競



有
数
需
型
と
雇
傭

第
六
十
九
巻

アミ

第
一
二
一
駿

プミ

と
の
園
民
所
得
の
減
少
を
食
止
め
る
力
と
な
っ
た
の
は
ん
島
よ
ぴ

ア
メ

I
切
忙
沿
い
て
は
こ
の
時
会
衆
の
手
持
貨
幣
が
一
時
に
流
通
界
に
放
川

そ
れ
が
闘
民
所
得
の
下
落

E
繋
想
よ
り
も
少
〈
食
止
め
た
と
い
え
土
う
。
終
梼
措
置
動
の
各
段
階
明
、
流
通
貨
幣
量
の
費
動
が
果

す
役
割
に
つ
い
て
は
す
で
に
古
く
か
ら
多
く
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
つ
車
忙
消
費
・
所
得
相
闘
の
同
蹄
縁
の
外
挿
だ
け
か
ら
推
計

を
行
っ
た
結
果
は
、
こ
の
貨
幣
の
側
の
無
視
か
ら
常
然
に
陪
る
べ
き
誤
謬
に
陥
っ
た
と
い
わ
ね
が
何
ら
な
い
。

な
ゐ
ぜ
グ
ウ
が
消
費
函
数
あ
る
い
は
そ
の
牛
商
売
る
貯
蓄
函
数
の
凌
致
。
な
か
へ
、
例
格
水
準
で
デ
プ
レ
ー
ト
し
た
貨
幣
量
(
す

な
は
も
債
額
一
貨
幣
量
)
を
導
入
し
た
の
は
、
貨
幣
側
の
作
附
を
考
慮
に
入
れ
る
も
の
と
し
て
注
目
に
依
す

zd

と
と
の
数
字

μ
、
阿
軒
続
「
完
全
雇
傭
よ
粗
済
計
萱
」
(
経
済
研
究
、
昭
和
二
十
五
年
一
月
)
上
り
借
用
し
た
。

筆
者
自
身
が
直
接
に
聞
き
得
た
と
ζ

ろ
に
主
れ
ば
‘

ρ

ヲ

1
ド
・
ェ

p
ス
教
授
も
ま
た
公
串
黒
字
持
貨
幣
山
放
出
を
草
要
潤
し
て
い
ら
れ
る
。

ピ
グ
ウ
が
貯
蓄
函
数
に
費
質
貨
幣
ま
を
導
入
し
た
時
の
志
闘
が
何
で
あ
っ
た
か
、
い
ま
問
う
と
こ
ろ
で
な
い
。

a
r
問

問

-
o
F
N
P
F
な
担

比
較
的
詳
細
な
解
説
占
し
て
は
ロ

S
P
E
E
P
司

E
S
]
2
0
4
E
Z
Z
E島
町
ロ

Z
F
4
r
d
g
g
r
M
J骨
与
記
者
s
h
E
N
S
-
E
n
h
3
E
J
F
-

】
守
山
同
∞
が
あ
る
。

連 L" 政
れが府
、か支

T.r:. Ml 
りの
大減
き少
いに
絶.と
封も
f在た
をつ
持て
つ園
た民
と所
と得
で 0

あ減
る少
。古ま

起
てコ
アど

(3) (町(1) 

セ

先
に
い
わ
ゆ
呂
消
費
函
数
論
争
に
言
及
し
ケ
イ
y
、
ス
の
消
費
函
放
に
恭
く
分
析
が
失
敗
し
た
の
は
公
衆
の
手
持
貨
幣
の
放
川
を
無

視
し
た
震
で
あ
る
h
述
べ
た
。
と
白
賄
に
つ
い
て
荒
干
の
註
牌
を
加
え
戸
む
く
こ
と
は
、
設
柳
川
を
防
ぐ
た
め
に
は
告
別
で
あ
ろ
う
。

先
中
第
一
に
公
衆
の
手
持
貨
幣
が
流
通
非
に
放
出
さ
れ
た
と
一
育
つ

t
も
、
そ
れ
は
決
し
て
囲
民
総
機
内
自
存
在
貨
幣
量
の
費
動
を
意

味
L
左
い
。
総
じ
て
貨
幣
の
保
蔵
丘
い
し
放
胞
は
閤
民
経
晴
樹
内
回
存
在
貨
幣
最
の
増
減
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
従
円

J

て
何
等
の
貨
幣



創
遁
な
い
し
吸
収
が
な
く
て
も
、
保
滞
在
い
じ
放
出
は
行
b
れ
得
る
。
こ
の
意
味
で
は
放
出
の
一
有
無
を
通
貨
漫
行
高
を
一
ポ
す
統
計
に

よ
勺
亡
知
る
こ
と
は
尚
古
滞
在
い
。
保
蔵
泣
い
し
放
出
は
通
貨
景
の
増
減
と
関
聯
し
も
A

と
止
で
は
危
〈
、
す
で
に
存
在
す
る
貨
幣
が
モ

白
作
間
様
式
(
目
。
E
m
。唱
E
E
H
)

を
縫
え
る
と
と
に
温
ぎ
な
い
。
先
に
一
一
吉
し
た
削
〈
、
ケ
イ
ン
ズ
は
貨
幣
論
に
於
い
て
貨
幣
の
流

通
様
式
を
、
そ
の
機
能
に
着
目
し
て
産
業
的
流
通
と
金
融
的
流
通
と
に
直
別
し
て
い
み
ゲ
我
品
が
保
臓
と
い
う
の
は
産
業
的
流
通
か

ら
金
融
的
流
通
へ
白
貨
幣
U
移
流
で
あ
り
、
我
々
が
放
同
と
い
う
の
は
金
融
的
流
掴
か
ら
産
業
的
流
通
へ
の
貸
特
の
還
流
で
あ
る
。

言
葉
を
か
え
て
い
や
う
。
一
般
理
論
に
於
い
て
ケ
イ
ン
ズ
は
貨
幣
保
有
の
動
機
を
介
類
し
て
、
取
引
的
動
機
及
び
預
備
的
動
機
、
投

機
的
動
機
と
に
分
っ
て
い
る
。
取
引
動
機
及
び
襖
備
的
動
機
骨
充
す
貨
幣
在
民
と

L
投
機
的
動
機
を
充
す
貨
幣
を
広
“
と
寸
れ
ぽ
保
臓

な
い
し
放
出
は
川
と
げ
品
目
の
同
の
勤
き
で
あ
る
。
事
態
h
f

分
り
や
す
〈
す

Z
た
め
陀
同
じ
と
と
奇
貨
幣
数
量
読
D
用
訴
を
以
う
て
い
う

な
ら
ば
、
保
臓
な
い
し
放
出
は
貨
幣
の
平
均
流
通
期
間
す
な
わ
ち
マ
ー
シ
ャ
ル
の

K
の
鑓
佑
'
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
保
蔵
と
は
活
動

貨
幣
が
遊
休
貨
幣
に
特
十
る
と
と
で
あ
り
、
放
出
L
し
は
遊
休
貨
幣
が
活
動
貨
幣
に
締
4
Y
E
と
主
で
あ
る
。
従
っ
て
保
械
は
、

K
の
増

λ
す
な
わ
ち
流
通
速
度
の
減
少
で
あ
り
、
放
出
は

K
の
減
少
す
み
な
わ
ち
流
題
速
引
の
崎
明
大
で
あ
伽
。

一
要
ず
る
に
一
九
四
五
年
に
な
づ
て
急
に
貨
幣
白
流
逝
速
度
が
埼
ぃ
へ
し
、
と
れ
が
園
民
所
得
の
減
少
を
常
初
頭
期
さ
れ
た
よ
り
も
少

か
ら
し
め
た
。
先
に
大
量

ω貨
幣
が
流
泡
界
に
放
出
さ
れ
た
と
い
っ
た
の
は
と
の
意
味
で
あ
る
H

(1) 

高
田
保
馬
博
士
は
ζ

心
事
を
「
貨
符
O

創
造
な
〈
し
て
保
臓
の
行
わ
れ
る
乙
と
も
あ
D
、
貨
幣
心
創
造
あ
り
て
樺
薗
m
o
圭
〈
行
わ
れ
ざ
る
と
k

も
あ
る
で
あ
ろ
う
」
と
書
い
て
和
b
札
る
。
高
田
保
馬
「
最
近
利
子
蘭
研
究
」
一
四
一
一
回
ニ
買
。

]・再

apuEヨ
F
A
A
-
=
E
R
吉
司
君
主
〈
C
H

・
H

・
7
闘
が

ω・

巴
-
z
-
m
o
Z
E
o
p
m
P
2
5
m
g
h
w
]
E
S
E
E
m
w
同
町
宮
、
号
、
L

守
号
、
さ
れ
ロ
F

Z
認
可
生
。
-
な
お
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
高
田
保
馬
「
最
近
利

子
論
研
究
」
一
四
ニ
一
四
=
一
頁
参
照
。

(3) (2) 

有
数
需
要
と
雇
傭

第
六
十
九
巻

七

第
一
二
一
規

七



有
設
需
要
と
雇
傭

第
六
十
九
春

一一一八

第
一
二
一
揖

ハ‘

(~) 

こ
り
流
誼
速
度
目
噌
穴
が
何
に
上
っ
て
起
っ
た
か
。
こ
の
騎
に
立
入
っ
て
諦
ず
る
こ

C

は
現
在
自
問
題
で
は
な
い
。
た
だ
こ
己
で
は
流
話
連
度

内
鹿
化
を
考
庸
に
入
れ
目
栗
数
分
析
の
世
陥
を
指
摘
し
得
れ
ば
充
分
で
あ
る
。

J¥ 

ケ
イ
ン
ズ
に
於
け
る
閏
民
所
得
決
定
機
構
の
現
諭
た
5
投
資
乗
数
に
つ
い
て
、
か
な
り
に
多
く
白
紙
隔
を
費
し
て
吟
味
在
加
え
た
。

然
し
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ケ
イ
ン
ズ
雇
情
理
論
心
中
核
は
閤
民
所
得
の
決
定
機
構
で
あ
る
。

労
働
用
役
白
需
姿
者
と
供
給
者
と
の
聞
に
、
労
働
別
役
の
恨
格
を
め
ぐ
う
て
、
駈
引
左
い
し
競
合
が
行
わ
れ
、
そ
り
結
果
一
定
の

賃
銀
率
が
市
場
に
於
い
て
決
定
さ
れ
、
同
時
に
雇
傭
重
も
定
ま
る
。
と
れ
が
古
典
的
左
労
働
市
場
観
で
あ
り
、
在
来
の
雇
傭
理
論
は

殆
ど
す
べ
て
と
り
見
方
を
基
礎
札
し

τ立
う
て
い
た
0
1」
れ
に
劃
し
て
ケ
イ
ン
ズ
白
雇
傭
理
論
は
、
い

b
ば
岡
県
端
の
立
場
を
と
る
。

然
も
モ
れ
は
古
典
的
危
労
働
市
場
観
主
是
認
し
づ
っ
労
働
供
給
宥
む
態
度
比
若
干
の
修
正
を
加
え
る
、
・
と
い
う
如
き
簡
車
な
修
訂
陀

止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
ケ
イ
ン
ズ
の
非
合
志
附
失
業
が
皐
に
労
働
供
給
の
側
の
貨
幣
錯
魔
に
基
い
て
稜
生
寸
る
程
度
の
も
の
一
で
晶

品
在
ら
ば
、
そ
れ
は
同
ど
取
る
に
足
り
泊
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
仮
に
そ
れ
が
か
な
り
の
支
に
上
る
と
し
て
も
、
所
詮
摩
擦
的
失
業

と
同
校
に
、
一
時
的
過
渡
的
白
も
白
と
見
ね
ば
な
ら
な
い

q

ケ
イ
ン
ズ
の
労
働
市
場
観
が
古
典
的
危
そ
れ
か
ら
決
定
的
に
離
れ
る
D

、、

は
、
雇
傭
量
が
労
働
市
場
白
駈
引
以
外
の
事
情
(
す
な
わ
ち
有
殻
奇
問
要
と
し
亡
の
園
民
所
得
)
に
よ
う
て
決
定
さ
れ
る
正
見
る
鮪
に
於
い

て
で
あ
る
。

ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
℃
異
に
非
作
意
的
失
業
主
説
明
し
得
る
も
の
は
、
前
速
の
如
〈
、
有
技
需
要
弁
一
る
闘
民
所
得
の
木
足
で
あ
る
。

ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
て
、
一
一
履
傭
量
は
労
働
市
場
以
外
の
市
場
で
決
定
さ
れ
る
闘
民
所
得
心
尚
さ
に
肱
じ
て
、

い
わ
ゆ
る
鹿
傭
函
数



同
『
間
同
(
『
)

(
E
H
)
 

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
雇
怖
函
数
を
前
提
ず
る
限
り
、
凶
民
所
得
の
高
さ
の
如
何
に
よ
り

P

量
E
E。
一
戸
山
口
調
r
r
F

E
。ョ

F
r
2
4
3巳日

r
o
F
E
r
n
o
E山
口
町
包
伸
子
。
唱
2mw町
田
口
伺
巧
戸
問
。
子
宮
w
任
命
己
出
。
E
H円
。
「
一
旦
】
日
目
一
z
t
q
oヨ同》]。〕
E
L
と
い
う
意

味
で
の
不
完
全
雇
傭
下
白
均
衡
も
成
立
し
得
る
は
す
で
あ
る
。
然
し
と
の
雇
傭
函
数
そ
の
も
の
が
モ
の
ま
ま
示
認
し
得
る
か
。
と
れ

を
吟
味
し
た
け
れ
ば
な
ら
左
い
c

周
知
の
如
く
、
雇
傭
函
数
(
∞
同
)
は
、
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
枇
合
的
生
産
函
数

(
F同
)

D
逆
函
数
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
随
っ
て
お

3

0
合
意
を
明
か
に
す
る
に
は
、
(
∞
凶
)
の
性
質
を
吟
味
す
る
と
と
が
必
要
で

h
q
 

あ
る
。
容
易
に
リ
わ
か
ち
よ
う
に
、
(
申
凶
)
は
園
見
所
得
す
な
b
ち
純
園
民
産
出
物
を
雇
傭
量
D
函
数
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

然
し
純
園
児
摩
川
物
の
規
模
は
震
情
量
に
の
み
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
白
他
白
原
料
・
材
料
・
機
械
等
白
使
用
量
に
も
依
存
す

M
1
日
可
(
同
)

る
。
い
ま
簡
単
む
た
め
に
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
資
本
設
備

(
2宮
E
Z
Z弓
E
Z
C

の
使
用
量
と
見
、
そ
れ
を
K
で
表
す
と
、

(
面
目
)

と
す
る
白
が
通
常
の
取
扱
い
方
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
て
、
富
山
)
が
採
用
さ
れ
歩
、

『
ー
ヲ
(
同
恥
)

(
酔
凶
〕
が
採
用
さ
れ
る
白
は
‘
労
働
を

唯
一
の
可
愛
的
生
産
要
素
と
見
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
と
の
単
純
化
の
想
定
に
占
つ

τ、
生
産
要
素
聞
の
代
替
の
可
能
性
が
視
野
の

外
に
置
か
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
直
ち
に
わ
か
る
上
う
に
、

s
h
)

の
形
を
採
用
す
れ
ば
、

N
と

K
と
の
相
劉
債
格
如
何
に
よ
っ
て

、

企
業
者
は
よ
り
有
利
在
結
合
を
狙
い
、
そ
白
結
果
、

Y
の
増
加
が
専
ら
F
に
基
く
と
と
も
、
ま
た
専
ら
K
に
恭
く
と
ん
」
も
、
可
能
な

ケ
ー
ス
と
し
て
愛
生
す
る
。
却
が
増
加
し
て
も
K
の
側
忙
丁
度
と
の
放
出
却
を
相
殺
す
る
と
と
き
補
整
的
費
化
が
起
h
y
、

停
大
十
九
砦

そ
れ
に
よ
ワ

有
数
需
要

t
雇
傭

丸

第
一
・
=
競

= 
ブL



有
数
需
要
と
雇
傭

第
六
十
九
巻

四

9 

第
一
・
エ
捜

四

O 

一」
Y
が
不
援
に
止
ま
る
と
と
も
可
能
な
一
場
合
で
あ
る
。
と
白
よ
う
な
代
替
の
可
能
性
主
排
除
し
て
f
(
F
同
)
主
採
用
寸
る
ζ

と
に
つ

い
て
ト

I
ピ
ン
は
攻
の
ご
と
〈
述
べ
て
い
る
。

「
逆
説
的
で
あ
る
が
、
と
の
仮
定
は
‘
努
働
以
外
D
ず
べ

τ
の
要
素
は
完
全
に
雇
傭
さ
れ
て
ゐ
り
、
か
っ
そ
れ
ら
の
慣
格
は
完
全

に
伸
縮
附
で
あ
る
左
い
う
と
と
で
あ
る
。
そ
白
と
き
に
は
そ
れ
ら
の
債
格
は
ヨ
ね
に
貨
幣
賃
銀
と
同
じ
β
拘
に
、
か
円

J

ま
た
同
じ
割

合
で
措
型
化
す
Z
で
あ
ろ
う
。
も
し
貨
幣
賃
銀
率
が
上
昇
す
れ
ば
、
企
業
は
他
の
生
産
要
素
を
も
っ
て
代
替
す
る
と
と
に
よ
り
労
働

E

節
約
し
上
う
井
一
企
で
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
と
れ
ら
白
他
白
要
素
は
す
で
陀
完
杢
雇
傭
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
代
替
白
企
闘
は
代
替
の

誘
引
を
消
誠
せ
し
め
る
ま
で
モ
れ
ら
の
債
格
を
吊
上
げ
る
結
果
と
な
る
。
も
し
同
様
に
貨
幣
賃
銀
の
切
下
が
行
b
れ
る
な
ら
ば
、
企

業
は
努
働
を
以
ヲ
で
代
替

L
、
他
の
要
素
心
雇
傭
を
減
少
し
占
う
と
試
み
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
と
れ
ら
白
要
素
む
債
格
は
完
全
に
仲

縮
慨
を
有
す
る
か
ら
、
と
の
代
替
は
、
と
れ
ら
白
要
素
が
完
全
雇
怖
を
維
持
す
る
よ
う
に
、
そ
白
債
格
が
低
落
す
る
と
と
に
占
っ
て

阻
止
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

要
す
る
に
と
白
土
う
友
想
定
を
合
む
ケ
イ
ン
ズ
白
一
枇
合
的
生
産
菌
数
(
∞
凶
)
烏
上
り
そ
の
逆
函
数
た
る
貧
困
)
は
極
め
て
眠
ら
れ

た
保
件
の
下
忙
於
い
て
の
み
安
歯
す
る
も
の
ム
」
見
ね
ば
な
ら
な
い
必
他
。
生
産
要
素
井
一
白
聞
に
、
賃
銀
を
媒
介
と
し
て
愛
生
す
る
代

替
の
可
能
性
は
こ
の
際
夏
め
て
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
左
い
d

(2) (1) 

]
・
冨
同
町
宮
B
U
M
-骨

P
電
話
、
司
、
剤
、

3
、
町
、
ご
句
同
車
・

国
民
所
得
と
純
国
民
産
出
物
L

と
の
闘
需
に
つ
い
で
は
、
市
村
民
一
・
鎌
倉
昇
「
圏
民
所
得
と
養
源
」
四

O

四
四
頁
和
よ
び
七
三
頁
目
下
を
参

照
せ
ち
れ
た
い
。

簡
車
に
い
え
ば
、
こ
れ
ら
り
限
界
代
替
車
と
慣
持
比
率
L
〈
な
る
よ
う
に
N
会
長
臥
定
ま
る
。
と

-
F
F
F
司
君

1
9
3
b

nF』
誌
ぐ
戸

(3) 



(6) 

H
J
Z
F
冨
8
4
当
者
F
Z
E品
開
昌
吉

3
2三
国
司
員
、
同

S
3
3司・

2

も
ち
ろ
ん
私
は
、
有
敷
需
要
が
か
な
り
に
不
足
す
る
と
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
起
る
央
業
が
翠
忙
生
産
要
素
聞
の
代
替
の
み
に
よ
っ
て
吸
収
し
つ

〈
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
の
で
は
な
い
6

そ
心
貼
に
う
い
て
い
う
な
ち
ば
、
む
し
ろ
賃
報
車
問
弁
に
有
設
需
要
の
方
向
へ
注
意
を
惹
い
た
ケ
イ
ン

f
白
功
績
E
た
た
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
恩
ラ
。

生
産
車
索
聞
の
代
替
心
問
題
と
並
ん
で
、
一
定
的
資
源
的
産
業
部
門
問
。
聞
置
自
問
題
が
論
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
心
貼
レ
オ
ン
チ
ェ
ア

.
マ
ト

'vク
ス
に
2
る
艇
梼
計
量
四
編
成
は
控
目
に
値
す
る
。
私
は
と
の
問
題
に
つ
い
て
の
別
心
槽
官
忙
若
干
山
コ
ン
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。

国

-
P
E
F
F〉

E
o
S
E
E
L
E司
自
白
耳
目
(
野
代
髄
稗
理
論
研
控
、
第
一
二
続
、
昭
和
ニ
十
六
年
六
月
)
ロ

(δ) (4) 

九

繰
返
し
て
述
べ
呂
が
、
古
典
棋
の
雇
傭
理
論
に
於
い
て
は
、
摩
擦
問
失
業
を
除
い
て
い
え
ば
、
失
業
申
存
在
は
賃
銀
白
硬
直
性
に

基
く
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
。
ピ
グ
ウ
白
弐
の
如
き
一
節
は
と
白
事
を
一
最
も
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

「
何
時
で
も
す
べ
て
白
人
が
雇
傭
さ
れ
る
よ
う
に
、
賃
銀
率
と
需
要
L
」
の
関
係
を
打
立
て
る
如
き
強
力
な
傾
向
が
あ
る
。
随
っ
て

安
定
の
炊
態
に
於
い
て
は
す
べ
て
の
人
が
賀
際
に
雇
傭
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
白
事
の
意
味
は
と
う
で
あ
る
。
如
何
在
る
時
に
於
い

て
も
、
失
業
が
存
在
す
る
の
は
、
専
ら
需
要
白
餐
化
が
漣
績
し
て
起
り
、
か
つ
摩
擦
的
抵
抗
に
よ
り
過
賞
な
賃
銀
が
直
ち
に
迎
臆
す

る
と
と
が
妨
げ
ら
れ

τい
る
か
ら
で
あ
旦
。
」

随
う
て
ピ
グ
ウ
に
於
い
て
は
賃
銀
率
白
切
下
は
失
業
救
携
の
基
本
的
な
方
策
と
見
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
と
ζ

に
い
う
賃
銀
牢

は
資
質
賃
銀
寧
の
と
と
で
あ
る
。
然
し
資
質
賃
銀
率
白
切
下
は
さ
し
あ
た
り
貨
幣
賃
銀
率
白
切
下
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
け
だ
し
物

債
水
準
(
賃
銀
を
除
〈
)
に
じ
て
一
定
な
ら
ば
、
貨
幣
賃
銀
寧
の
切
下
が
同
時
に
賛
質
賃
銀
率
白
引
下
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

有
致
需
要
と
雇
傭

第
大
十
九
容

四

第
一
二
一
按

四



有
数
需
要
と
雇
傭

第
宍
十
丸
巷

gg 

第
一
二
一
競

四

と
れ
に
釘
し
亡
ケ
イ
ン
ズ
白
岡
式
巴
於
い
て
は
、
慨
に
貨
幣
賃
銀
率
を
切
下
げ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
直
ち
に
失
業
を
減
少
せ
し

め
る
も
の
で
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
で
ケ
イ
ン
ズ
白
主
張
の
根
幹
を
な
す
の
は
賃
銀
む
持
つ
ご
雨
の
役
割
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
一
聞
に
於
い
亡
賃
銀
は
生
産
費
の
項
目
で
あ
り
、
他
面
に
於
い
て
賃
銀
は
所
得
D
項
目
で
あ
る
。
生
産
費
の
一
項
目
と
し
て
の
賃
銀

白
切
下
げ
は
、
明
か
に
企
業
に
封
し
て
生
産
披
張
の
誘
引
と
な
り
、
同
時
に
労
働
需
要
増
加
白
誘
引
と
な
る
。
然
し
他
国
、
所
得
項

目
と
し
て
白
賃
銀
白
切
下
は
有
数
需
盛
白
減
少
と
な
り
、
じ
た
が
っ
て
企
業
に
と
り
生
産
縮
少
。
誘
引
払
い
て
は
労
働
需
要
減
少
の

誘
引
と
な
る
。
随
う

τ賃
銀
の
切
下
の
雇
傭
に
射
す
る
影
響
は
と
白
二
面
白
抜
果
を
同
時
に
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
れ
が
ケ

イ
ン
ズ
白
考
え
方
で
あ
る
。
と
白
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
ケ
イ
ン
ズ
は
古
典
振
白
見
方
を
、
費
用
項
目
と
し
て
の
賃
銀
の
側
面
を
し

か
見
な
い
部
分
理
論
で
あ
る
、
と
批
評
し
た
白
で
あ
る
。

と
白
批
評
。
限
り
に
於
い
て
は
ケ
イ
Y
ズ
の
著
限
は
謀
っ
て
い
な
い
。
然
し
、
と
れ
h
ら
、
貸
仙
市
賃
銀
卒
。
切
下
は
原
傭
量
に
全

く
影
響
h
E
興
え
な
い
、
と
い
ラ
緒
論
を
引
出
す
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。

i

多
ぐ
の
ケ
イ
ン
ズ
論
評
家
た
ち
(
ケ
イ
シ
ズ
慌
土
る
と
否
と

に
よ
ワ
一
」
考
え
ら
れ
て
い
る
と
己
ろ
陀
よ
れ
ば
、
ケ
イ
ン
ズ
の
主
張
が
安
営
す
る
の
は
、
他
の
す
べ
て
白
領
特
が
貨
幣

を
問
わ
歩
)

賃
銀
に
比
例
し
て
下
揺
す
る
と
き
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
て
は
、
貨
幣
賃
銀
1r
一
他
の
債
格
と
が
比
例
的
に
鑓
動
す
る
も
の
と
見

ら
れ
て
い
る
、
ー
と
い
う
の
が
通
説
的
危
解
稗
で
あ

Z
。
い
わ
ゆ

Z
同
弐
性
の
公
準
が
引
合
に
附
さ
れ
る
の
も
と
の
ヨ
ン
テ
ク
ス
ト
に

於
い
て
で
あ
る
。

と
の
鮪
に
若
干
の
整
理
を
加
え
て
要
約
し
よ
う
。
ま
十
ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
て
は
、
貨
幣
賃
銀
む
引
下
は
す
べ
て
白
慣
栴
の
比
例
的

下
落
主
幹
ぅ
。
付
だ
し
貨
幣
賃
銀
の
誠
少
は
生
産
費
を
減
少
せ
し
め
る
が
、
同
時
に
総
需
要
を
同
じ
比
率
に
於
い
て
減
少
せ
し
め
る
。

随
っ
て
す
べ
て
む
甑
絡
も
同
一
比
率
で
下
落
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
決
に
す
べ
て
む
商
品
債
格
白
比
例
的
凌
化
は
、
経



済
白
賞
質
的
側
面
に
は
何
ら
の
変
容
を
起
さ
な
い
。
す
な
わ
ち
各
財
の
需
給
量
随
ワ
て
扉
傭
量
も
何
ら
の
園
理
化
を
蒙
ら
友
い
。
と
白

ケ
イ
ン
ズ
の
こ
の
新
D
分
析
に
於
い
て
い
わ
ゆ
る
同
共
性
白
公
準
が
陰
伏
的
陀
想
定
さ
れ
て
い
る
と
見

4皐よ
るれう
。，に

整
理
じ
て

見
る
と

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
宇
第
一
に
貨
待
賃
銀
寧
の
切
下
に
膝
じ
て
他
の
す
べ
て
め
債
格
が
比
例
的
に
下
る
と
見
る
?
の
は
、
完
全
左
債
格
伸
縮
陛
を
想
定

労
働
以
外
の
す
べ
て
の
財
の
需
給
蛸
力
陀
を
零
と
見
て
い
る
こ
と
に
な

と
の
と
と
は
裏
か
ら
い
え
ば
、

「
債
格
の
理
論
」
と
題
す
る
ケ
イ
ン
ズ
の
秀
れ
た
一
章
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
川
町
働
以
外
白
財
が
す
べ
て
ポ
ッ
ト
ル
・
ネ

ッ
ク
白
欣
一
態
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ζ

の
前
提
は
あ
ま
り
に
も
限
ら
れ
た
場
合
に
白
み
吊
官
官
寸
る
制
限
能
件
で
あ
る
。
第
ご
に
す
べ

z 。て
の
債
格
白
比
例
的
下
落
が
起
れ
ば
貰
質
の
側
に
影
響
が
な
い
、

と
い
う
心
は
言
う
ま
で
も
た
く
貸
幣
を
ヴ
ェ
イ
ル
と
見
る
見
方
で

あ
る
。
貨
幣
を
ヴ
品
イ
ん
と
見
る
見
方
は
、

ケ
イ
Y

ズ
自
身
が
(
ピ
グ
ウ
お
よ
び
J

パ
ア
ト
ソ
ン
と
と
も
に
)
努
力
し
て
打
破
に
G

と
め

て
来
た
見
解
で
あ
る
。
産
業
的
流
通
と
金
融
的
流
活
と
の
直
別
も
流
動
性
選
好
の
理
論
も
、
こ
の
貸
幣
ヴ
ェ
イ
ル
観
打
破
の
た
め
の

ど
の
貸
幣
ヴ
Z

イ
ル
観
が
援
問
ロ

ケ
イ
ン
ズ
の
努
力
の
跡
で
あ
る
。
随
う
て
貨
幣
賃
銀
と
雇
怖
と
の
閥
係
の
分
析
に
於
い
て
の
み
、

れ
る
と
見
る
の
は
安
常
で
な
い
。

ケ
イ
ン
ズ
自
身
の
分
析
に
平
返
ろ
う
。
賃
銀
の
切
下
が
生
産
費
の
減
少
と
し
て
役
立
つ
側
面
の
ほ
か
忙
、

そ
れ
が
有
殻
需
要
に
興

え
る
放
同
却
を
介
折
せ
ね
ば
危
ら
山
、
と
い
う
ケ
イ
ン
ズ
の
主
張
は
王
し
い
。
然
し
そ
れ
が
所
得
と
し
て
家
討
に
入
る
額
は
、
労
働
需

要
の
弾
力
性
に
依
存
す
る
の
そ
れ
が
一
に
生
守
し
い
と
き
賃
銀
総
額
言
晶

n
z
g
に
帥
型
化
は
な
い
は
歩
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
の
言
う
如

/
〈
、
貨
幣
賃
銀
切
下
心
率
だ
け
命
救
需
要
が
滅
す
る
に
は
、
さ
し
あ
た
り
労
働
需
要
の
弾
力
粧
が
零
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
円
。
ケ
イ

M

ズ
は
、
貨
幣
賃
銀
率
の
雇
備
室
に
興
え
る
影
響
を
分
析
す
る
に
山
品
。
て
、
ま
」
y
拍
附
め
労
働
需
要
の
開
力
性
零
と
い
う
想
定
を
刷
意

有
数
需
要
と
雇
傭

第
六
十
九
巻

E司

第
一
二
一
披

四



有
数
需
要
と
属
傭

第
一
二
一
披

第
六
十
九
巷

四
四

I'J略

図

し
て
、
介
祈
を
始
め
た
と
見
ね
ば
左
ら
た
い
。
そ
と
か
ら
営
然
出
る
べ
き
結
論
が
極
め
て
営
然
に
導
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

m円8
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F
O
 

G
 

〉

-oni
盟問。

F
H
P
M
3
P
3、
弐
円
、
号
、
去
な
で
号
主
】
V

担
戸

と
心
但
定
に
は
問
題
が
あ
る
。
ケ
イ
γ
ズ
U
F

主
と
し
て
街
〈
心
は
こ
り
勲
一
で
あ
る
。

ヲ

1
ナ

1
(
h
d
f
c
h
b言
語
、

NZ
宅
・
出

@
1昆
3
・
ト
ー
ピ

Y
2
f
h唱
同
ミ
ミ
ミ
主
唱
・
ヨ
『
同
・
)
を
見
工
。

え
]
・
同
-
E
E
G
-
、
色
、
九
是
正
町
、
唱
ま

P
E
s
-
-
M凶

E
《
回
同
日
同
E

』
冨
・
同
4
2
m二
王
子
℃
・
臼
qo・

勢
働
需
要
心
暗
力
性
位
時
に
よ
り
種
々
一
興
る
植
主
と
る
。
然
し
み
、
れ
が
、
一
も
し
く
匝
零
的
値
を
と
る
川
町
拡
極
品
て
限
ら
れ
た
場
合
心
事
で
彰

る
。
彼
自
前
敵
ピ
グ
ウ
に
於
い
7
k

は
、
第
働
需
要
心
弾
力
性
が
一
よ
り
大
な
る
場
合
が
主
た
る
関
心
に
な
っ
て
い
る
ζ

と
と
封
照
し
て
興
味
あ

る
こ
と
と
い
え
よ
ろ
。
例
え
ば

h
p
h

可
唖
主
尚
道
h
S言
刺
語
、
号
、
岡
崎

sbも
ミ
塁
♂
句
∞
∞
を
見
ょ
。

(
一
九
五
一
・
九
・
ニ

O
)
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